
大田区立郷土博物館友の会「水路の会」による
「復元水路図」*をもとに作成

1948（昭和23）年頃の六郷用水・大田区鵜の木1丁目5番付近
（所蔵＝大田区立郷土博物館）

▲六郷用水完成400年シンポジウムの様子
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27 まぶたが重い
◆
ま
ぶ
た
が
腫
れ
て
、ず
い
ぶ
ん
眠
そ
う
ね
ぇ

◇
花
粉
症
だ
ぶ
ー

400年六郷用水の

七
通
り
と
池
上
通
り

が
交
差
す
る
「
春
日

橋
」
交
差
点
。
平
和
島
や
大

井
埠
頭
を
控
え
て
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
喧
騒
が
絶
え
な
い
場

所
だ
が
、
陸
橋
の
か
た
わ
ら

に
あ
る
春
日
橋
交
番
の
前
に

立
っ
て
周
囲
を
見
渡
し
て
み

る
と
、
池
上
通
り
と
斜
め
に

交
差
す
る
細
い
道
に
気
づ

く
。
池
上
通
り
の
旧
道
に
あ

た
る
「
平
間
街
道
」
は
、
春

日
神
社
の
前
を
通
っ
て
大
森

環

郵
便
局
の
と
こ
ろ
で
現
在
の

池
上
通
り
に
合
流
す
る
道
筋

だ
か
ら
、
春
日
橋
に
顔
を
出

す
細
道
と
は
異
な
る
。

　
そ
の
正
体
は
、
か
つ
て
大
田

区
の
低
地
（
大
森
・
蒲
田
周

辺
）
に
広
が
る
水
田
を
潤
し

た
「
六
郷
用
水
」
の
跡
な
の

だ
。
今
で
は
「
六
郷
」
と
い

う
と
蒲
田
駅
よ
り
南
側
の
多

摩
川
に
面
し
た
地
域
（
南
六

郷
、
東
六
郷
、
西
六
郷
、
仲

六
郷
）
を
指
す
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
だ
が
、
当
時
は
現
在
の

大
田
区
の
低
地
一
帯
が
「
六

郷
領
」
と
呼
ば
れ
、
用
水
の

名
も
そ
こ
か
ら
と
ら
れ
た
。

 

大
森
か
ら
池
上
に
か
け
て
の

現
在
の
地
図
で
も
、
春
日
橋

か
ら
ダ
イ
シ
ン
百
貨
店
の
裏

を
通
っ
て
Ｊ
Ｒ
線
と
の
交
差
部

分
ま
で
、
ま
た
、
大
森
赤
十

字
病
院
の
そ
ば
か
ら
呑
川
の

堤
方
橋
付
近
ま
で
の
流
路
跡

が
道
路
に
な
っ
て
い
る
の
を
た

ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
用
水

の
分
流
点
な
ど
の
主
だ
っ
た
場

所
に
は
「
六
郷
用
水
物
語
」

と
題
し
た
案
内
板
を
大
田
区

が
整
備
し
て
お
り
、
見
か
け

た
こ
と
の
あ
る
方
も
多
い
だ
ろ

う
。
な
お
、
地
表
に
は
見
え

な
い
も
の
の
、
現
在
も
雨
水

用
の
下
水
道
な
ど
に
活
用
さ

れ
て
い
る
区
間
も
あ
り
、
六

郷
用
水
の
持
つ
四
〇
〇
年
の

歴
史
は
、
現
代
生
活
と
隣
り

合
わ
せ
で
も
あ
る
の
だ
。

用
水
が

教
え
て
く
れ
る
こ
と

郷
用
水
の
全
盛
期
で

あ
る
江
戸
・
明
治
期

に
お
い
て
、
大
森
・
蒲
田
一

帯
は
〈
城
南
の
米
蔵
〉
と
評

さ
れ
る
ほ
ど
の
米
作
地
帯
だ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
は

六

大
田
区
内
に
残
る

水
路
の
跡

来
、
改
良
を
受
け
な

が
ら
暮
ら
し
を
支
え

て
き
た
用
水
も
、
大
正
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
市
街
地

化
が
進
む
に
つ
れ
、
姿
を
変

え
て
い
っ
た
。
生
活
排
水
が

流
れ
込
ん
で
〈
下
水
〉
化
が

進
む
と
、
用
水
沿
い
に
あ
っ

た
洗
い
場
は
姿
を
消
し
た
。

戦
後
、
特
に
高
度
成
長
期
に

入
る
と
、
多
く
の
区
間
が
埋

め
立
て
ら
れ
て
道
路
な
ど
に

転
用
さ
れ
、
昔
日
の
面
影
は

消
え
た
。

　
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
、

用
水
の
新
た
な
歴
史
の
幕
が

開
く
。
大
田
区
が
田
園
調
布

本
町
か
ら
西
嶺
町
に
か
け
て

の
水
路
を
遊
歩
道
と
一
体
化

し
て
復
元
し
、
湧
水
を
活
用

し
た
水
辺
空
間
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
事
業

は
一
九
八
八
（
昭
和
63
）
年

以

な
状
況
を
知
っ
た
徳
川
家
康

は
、
江
戸
入
府
後
の
一
五
九

七
（
慶
長
２
）
年
、
多
摩
川

下
流
域
両
岸
（
六
郷
領
・
稲

毛
領
・
川
崎
領
）
の
水
田
化

を
目
指
し
、
農
業
用
水
の
工

事
を
命
じ
た
。
工
事
監
督
は

駿
河
国
（
現
在
の
静
岡
県
東

部
）
で
土
木
・
治
水
工
事
を

代
々
手
が
け
て
い
た
一
族
出

身
の
小
泉
次
大
夫
で
あ
る
。

左
岸
で
「
六
郷
用
水
」、
右

岸
（
現
在
の
川
崎
市
）で
「
二
ヶ

領
用
水
」の
開
削
が
始
ま
り
、

双
方
と
も
に
14
年
の
歳
月
を

か
け
て
、
一
六
一
一
年
（
慶

長
16
）
に
完
成
を
見
る
。

 

六
郷
用
水
の
取
水
口
は
現
在

の
狛
江
市
付
近
の
多
摩
川
に

設
け
ら
れ
、
武
蔵
野
台
地
の

国
分
寺
崖
線
に
沿
い
、
六
郷

領
矢
口
村
の
分
水
点
（
通
称

「
南
北
引
分
」）
ま
で
約
12
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
路
が
掘
ら
れ

た
。
現
在
の
大
田
区
域
で
は
、

台
地
を
切
り
通
し
で
抜
け
る

必
要
の
あ
っ
た
下
沼
部
村
、

嶺
村
、
鵜
ノ
木
村
に
か
け
て

が
特
に
難
工
事
で
あ
っ
た
と
い

う
。
矢
口
村
か
ら
は
池
上
・

大
森
方
面
へ
流
れ
る
「
北

堀
」、
蒲
田
・
羽
田
方
面
へ
流

れ
る
「
南
堀
」
に
分
か
れ
、

毛
細
血
管
の
よ
う
な
さ
ら
に

細
か
な
支
流
に
よ
っ
て
付
近
の

水
田
が
潤
さ
れ
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
た
。

水
が
乏
し
く
、
呑
川
や
内
川

な
ど
の
自
然
河
川
だ
け
で
は

農
業
に
十
分
な
水
量
の
確
保

は
難
し
か
っ
た
と
い
う
。
そ
ん

に
建
設
省
（
当
時
）
の
「
手

づ
く
り
郷
土
賞
」
を
受
賞
し
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
六
郷
用
水

の
流
れ
る
環
境
を
再
評
価
す

る
気
運
が
高
ま
っ
た
。
用
水

が
小
学
生
の
郷
土
研
究
の
格

■

城
南
の
米
蔵
を
支
え
て

好
の
題
材
と
な
る
な
ど
、
用

水
が
ま
ち
の
個
性
と
し
て
認

識
さ
れ
る
機
会
が
格
段
に
増

え
て
い
っ
た
。

　

今
年
２
月
13
日
に
は
、
六
郷

用
水
の
会
と
嶺
町
地
区
町
会

連
合
会
の
主
催
に
よ
る
「
六

郷
用
水
完
成
四
〇
〇
年
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
嶺
町
特
別
出

張
所
で
開
か
れ
た
。
六
郷
用

水
の
会
は
、
大
田
区
民
大
学

「
水
先
案
内
人
養
成
講
座
・

六
郷
用
水
に
学
ぶ
」
の
修
了

生
有
志
が
設
立
し
た
ば
か
り

の
気
鋭
の
グ
ル
ー
プ
で
、
広
く

六
郷
用
水
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
小
学
生
か
ら
年
輩

者
ま
で
六
郷
用
水
へ
の
想
い

を
語
る
姿
は
そ
れ
ぞ
れ
に
印

象
的
で
、
用
水
の
存
在
を
通

し
て
ま
ち
の
歴
史
に
触
れ
る
充

実
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。

ふ
る
さ
と

に

か

こ
い

ず
み

じ

だ

ゆ

う

り
ょ
う
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大森には、人のいとなみが土地の記憶
（地霊）として残っています。今回は、完
成から400年を迎えた六郷用水の歴史
をたどります。     （取材・文＝山田智士）


